
平成 29 年度  第2回竹島問題を考える講座 

演 題 「韓国の主張を考える」 

 

 

 

 

 

講師  藤 井  賢 二  氏 

日本安全保障戦略研究所研究員・島根県竹島問題研究顧問・第 4 期島根県竹島問題研究会委員  

 

日時 平成 29 年 8 月 20 日［日］ 午後 1 時 30 分～3 時 
場所 島根県竹島資料室 研修室 （松江市殿町 1 番地 竹島資料室併設） 
主催 島根県総務部総務課 
定員 60 名 （受講料無料） 
 

【講師紹介】 

島根県吉賀町出身。領土問題と漁業問題の双方を視野に入れた日韓関係の実証的な研究に取り組んでいる。近刊

の『不条理とたたかうー李承晩ライン・拉致・竹島問題』（荒木和博・塚本孝・下條正男各氏と共著 文藝春秋）

に「李承晩ラインと戦後日本」を掲載。 

【お申し込み方法】※申込期限 8 月 19 日（土） 

下記申込書を「竹島資料室」宛に、郵送または FAX でお送りください。 

電子メールの場合は「第 2 回竹島問題を考える講座申し込み」と明記の上、名前と電話番号を送信ください。 

【申し込み先・問い合わせ先】 

島根県総務部総務課 竹島資料室  〒690-8501 松江市殿町 1 番地 県庁舎第 3 分庁舎 

［TEL］0852-22-5669  ［FAX］0852-22-6239 ［E-mail］takeshima-shiryo@pref.shimane.lg.jp 

［Web 竹島問題研究所 HP］ http://www.pref.shimane.lg.jp/admin/pref/takeshima/web-takeshima/ 
 

キリトリ 

 

平成２9 年度 第 2 回「竹島問題を考える講座」申込書 

（ふりがな） 

名 前 
 

 

電話番号 
 

 

次回講座案内 
（どちらかに◯） 不要・ 要 

<送付先>〒 

 

※提供していただいた個人情報につきましては、考える講座開催のみに利用します。 

竹島不法占拠がはじまった 1953 年から十年間に、日韓両政府は自らの見解を記した口上書を計７回交

換した。国際法の観点からの日本政府の主張に有効な反論ができない韓国政府が、苦心しながらどのような

「根拠」を作り出していったかを整理する。それは現在の韓国の主張を考える作業でもある。 


